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　Morrowindの南東に生息する野生のkagoutiに対する観察。
　以前に考えられていたように、kagoutiは大きな群れを成して移動しないようである。恐らく、番〔つがい〕の季節が訪れると、彼らは大きく群れを形成するのだろう。
　雌は支配的性であるようだ。番の優先権と交換に、雄は食料を贈る習性を持っている。ときどき雄は〔雌を〕暴行していた。
　とりわけ夜に、大きな鳴声が交わされているのを聞いた（雄からのものであると考えられる）。魅力的である。
　雄は生殖権のために肉体的に争うことは無いようである。それらしいものは幾つか見られたが、対立には至らなかった。
　番の間には、どのkagoutiの誇示も攻撃性を増大させていた。見つからないように注意せねばならない。
　番っているkagoutiはテリトリー意識を増大させていることが分かった。
